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第52回四国中学校総合体育大会（ソフトボール）試合結果
雨天順延により，8月4日（月），5日（火）
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1 回戦 第 1 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 0 1 0 0 2 3

0 0 0 0 0 0 0 0
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

重信中（愛媛県）

上八万中（徳島県）

＜重信中　１アウト３塁で阿部の先制打＞ ＜上八万中　投手大門　粘投＞

チーム名

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（上）　●　大門　竜弥－根津　祐作　

＜本塁打＞

＜三塁打＞　

＜二塁打＞　

【勝者インタビュー】

“１点を争う好ゲーム。重信中足攻で開幕試合を制す”

　八木投手のコントロールが少し乱れたが、みんなで落ち着いて守れたことが勝因。７回の２点が大きかっ
たが、もう少し早い回に追加点が欲しかった。一戦一戦丁寧に戦いたい。

　チーム全体で声を出して盛り上がり、いつもの重信中の雰囲気で試合ができた。
　四国制覇に向けて、次戦も頑張りたい。

【　男子　】 Ａ球場（松山中央公園北）

＜先攻＞（重）　○　八木　琢磨－太田　篤志　

主将談

“上八万中、大門投手の粘投報われず”

　開幕試合の緊張感が漂う中、均衡が崩れたのは４回表。重信中先頭の４番坂本の打球が失策を誘い、
一気に二塁へ。次打者河添の進塁打で三進。６番阿部の二ゴロの間にホームイン。待望の先取点を挙げ
た。７回にも太田、吉良の安打にスクイズ、重盗をからめて２点を追加。鮮やかな足攻が光った。
　上八万中も投手を中心に粘ったが、重信中八木投手の毎回三振を奪う快投に抑え込まれた。



1 回戦 第 2 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

2 0 2 0 9 13

0 0 1 0 0 1
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

＜先攻＞（鳴）　○　髙島　宏司朗、笠井　俊史郎－立石　雄祐大

主将談

“笑顔の三木中、さわやかに散る”
　試合は初回から動いた。附属中先頭の小松のバントヒットを足掛かりに２死満塁とし、６番立石のレフト前
ヒットで２点を先取。３回にも１死後、笠井のバントヒットから、坂口、八幡の連打で２点追加。試合を有利に
進めた。三巡目からタイミングが合い始めた打線が爆発。５回に大量９点を挙げ、力でねじ伏せた。
　三木中は、失点にも明るく仲間を励まし続け、最後まであきらめずにプレーした。２本の長打で意地を見
せた。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（三）　●　六車　隆寛、百田　海里－松田　椋汰

＜本塁打＞

＜三塁打＞　髙木　良唯（三）

＜二塁打＞　菰渕　博貴（三）、若山　泰三（鳴）、髙島　宏司朗（鳴）

【勝者インタビュー】

“猛打爆発、鳴門教育大学附属中　好発進”

　相手投手の緩い球に苦しんだが、相手の守備位置を見て、左バッターにはバントを指示した。反省点の
多いゲームだったが、自分たちのソフトボールができるように確認したい。

　最初は緊張してフライが上がっていたが、途中からたたくことを意識したのが良かった。次戦もソフトボー
ルを楽しむ気持ちで頑張りたい。

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

鳴教大附属中（徳島県）

三木中（香川県）

チーム名

＜三木中　最後まで明るく声を掛け合う三木中ベンチ＞＜鳴教附属中　髙島 宏司朗の力感あふれる投球＞

【　男子　】 Ａ球場（松山中央公園北）



第 3 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 2 0 0 0 4 3 9

1 0 0 0 0 0 0 1
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

＜先攻＞（重）　○　八木　琢磨－太田　篤志

主将談

“上分中　先制するも　粘り及ばず”

　１回裏、上分中は、２死から三番青木アイゼアが四球を選ぶと、連続ワイルドピッチで三進。四番青木優輝のセンター
前ヒットで先制した。追う重信中は、２回表、１死後、阿部、山本のヒットで１・３塁にすると、重盗を決めてすかさず同点。
さらに２塁ランナーに代走恒岡を起用すると、吉良がセンターへ弾き返してホームへ迎え入れ逆転。６回には、坂本の
ヒット、阿部の四球、再出場の恒岡のヒットで1死満塁とし、８番吉良の三塁打で決定的な追加点を奪った。
　上分中は、よく鍛えられた好チームであったが、重信中の強打に屈した。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（上）　●　明神　竜也－青木　優輝

＜本塁打＞

＜三塁打＞　吉良　孝藝（重）

＜二塁打＞　青木アイゼア（上）、山本千浩（重）

【勝者インタビュー】

“重信中　采配的中、集中打で決勝進出”

　先制されたが、八木投手が根気強く投げたことが勝因。選手交代は日ごろから適材適所で起用している。
ひとつひとつ丁寧に戦って、四国１位で全国へ進みたい。

　この試合は、四国を獲るんだという気持ちで、全員がひとつになっていた。
　決勝も必ず勝つ‼

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

重信中（愛媛県）

上分中（高知県）

チーム名

準決勝

＜上分中　青木優輝の鮮やかな先制打＞＜重信中　２試合連続毎回奪三振の八木琢磨投手＞

【　男子　】 Ａ球場（松山中央公園北）



1 回戦 第 1 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 1 0 0 2 0 3

0 0 0 0 0 4 × 4
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

丸亀西中学校（香川県）

上分中学校（高知県）

＜上分中 明神投手 先制許すも粘り強いピッチング＞ ＜丸亀西中 久保投手 ５回まで４三振と好投＞

チーム名

＜二塁打＞　　　　尾曲　裕司（丸亀西）

【勝者インタビュー】

“上分中　耐えて６回に大逆転で勝利！！  ”

　ミスや守備の乱れで先制され苦しい展開であったが、開き直って、あきらめずに最後まで粘っていけたのが良
かった。終盤は、思い切ったバッティングができていた。外野の守備を中心に守りを立て直して、次の試合でも
勝利を得たい。

丸亀西中　好投、好打で先制も６回に守備の乱れで逆転を許す…
　上分中は、３回と６回にヒットと守備の乱れから、１点、２点を奪われ、苦しい展開となったが、ピッチャー明神
が粘り強く投げ、少ない失点で切り抜けた。
　打線もその粘り強さにこたえ、６回から一死から２連打とエラーをからめた満塁のチャンスに、４番青木のセン
ター前ヒットでまず２点を返した。その後、続く打者が四球を選び、再び満塁のチャンスをつくり、ワイルドピッ
チ、野選で２点を追加して逆転、最終回もピッチャーが好投し、勝利を収めた。

　最後まであきらめずに、粘り強く試合ができたところが良かった。みんなが声を切らさず、ベンチの盛り上がり
も良く、全員で試合に臨めていた。ボールをしっかりと見てのバッティングを意識して、次の試合でも勝てるよう
に頑張りたいです。

【　男子　】 Ｂ球場（松山中央公園南）

＜先攻＞（丸亀西）　－　●久保　朋也　－　尾曲　裕司　

主将談

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（上分）　　 －　○明神　竜也　－　青木　優輝　

＜本塁打＞

＜三塁打＞　



1 回戦 第 2 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 2 0 0 0 4 6

1 1 0 0 0 0 0 2
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

池川中学校（高知県）

松前中学校（愛媛県）

＜池川中　同点のきっかけとなった安打の井上＞ ＜松前中　好投で投手戦を繰り広げた一色＞

チーム名

＜二塁打＞　

【勝者インタビュー】

“池川中 先制を許すも好機を確実に生かし、最終回の大量得点を呼び込む !! ”

　先制点、追加点を奪われたが、あせらずじっくりと戦えた。点はいつでも取れるという自信があったので、最後
まで落ち着いて良いプレイを出せたと思う。次の試合は、先制点を取って、こちらのペースで試合を進めたい。

松前中 序盤のチャンスを生かして得点するも、後半に攻め手を欠き、勝機を逃す…

　池川中は、１、２回に点を取られる苦しい展開となったが、ピッチャー下本を中心に、その後をよく締め、３回に
は先頭打者の四球、内野安打、ヒットをからめて２点を取り、同点とした。また、７回には先頭打者が四球を選
び、２つの内野安打で満塁とする。一死の後、ワイルドピッチ、四球を誘い２点、最後は６番竹村がレフト前にだ
め押し打を放ち、この回４点を奪った。両投手とも速球を武器に、見応えのある投手戦を展開した。

　先制点を取られたが、そのことでかえってチームがよくまとまり、集中して戦えた。最終回は、自分たちの勢い
で相手投手を崩せたと思う。次の試合もチーム一丸となって戦いたい。

【　男子　】 Ｂ球場（松山中央公園南）

＜先攻＞（池川中）　○下本恭生　－　山中紫音　

主将談

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（松前中）　●一色寛太　－　川原雅亮　

＜本塁打＞

＜三塁打＞　



準決勝戦 第 3 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 2 1 4 7

（徳島県） 0 0 0 0 0 0
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

　得点のチャンスにしっかりと点を取ることができた。みんなが良い集中力を発揮していた。スラップ打法の際の
ボールの見極めや精度が課題なので、しっかりと調整していきたい。明日の決勝戦は、試合を楽しみ、重信中
学校に打ち勝ちたい。

【　男子　】 Ｂ球場（松山中央公園南）

＜先攻＞（池川中）　　　　　○　井上　匠　　　－　山中紫音　

主将談

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（鳴教大附中）　　●　髙島宏司朗　－　立石雄祐大

＜本塁打＞

＜三塁打＞　

＜二塁打＞　

【勝者インタビュー】

“巧みな小技と走塁で、相手守備を乱して大量得点！！  ”

　ピッチャーが好投し、リズム良く攻撃ができた。ヒッティングを心がけ、相手投手を打ち崩すことができたので、
理想的な得点加算の試合展開となった。今日は、２人の投手がよく頑張ってくれた。明日の決勝戦は重信中学
校の八木投手との対戦となるので、しっかりと打ち崩して勝ちたい。

鳴門教育大学
附属中学校

＜池川中　見事な投球で完封勝利を収めた井上投手＞

　序盤は両投手の投手戦の様相を見せていたが、３回池川中が、１・３塁から巧みな走塁で守備の乱れを呼
び、２点を先制。４回にもエラー内野安打をからめて１点を追加、５回には２アウトから３連打、エラー、ワイルド
ピッチを呼びこみ、一挙４点をあげてコールド勝ちを収めた。
　池川中の洗練された守備力、攻撃力が十分に発揮された試合であった。

好投むなしく、相手のたくみな攻撃に失点許す鳴大教附中…

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

池川中学校（高知県）

＜鳴教大附中　ライズボールが冴えた髙島投手＞

チーム名



決勝戦

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 0 1 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 1 1X 2
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

＜先攻＞（池）　●井上　匠　　－　山中　紫音

主将談

“池川中、４番の本塁打もむなし、重信の粘りに涙をのむ”
　重信中は３回、連打で無死満塁の好機をつくるが、池川中の好守に阻まれ、先制点を逃した。池川中は４
回、好投を続ける重信中八木の失投をとらえ、５番谷口の本塁打で先制したが、その後好機をつくれず、８
回のタイブレーカーでも１死３塁からダブルプレーで得点できなかった。
　その裏重信中は、同じく１死３塁から６番阿部が２遊間を破るタイムリーを放ち、熱戦に決着をつけた。
　両チームともにハイレベルな試合を展開し、観衆を魅了した。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（重）　○八木　琢磨　－　太田　篤志

＜本塁打＞　谷口　魁（池）

＜三塁打＞　

＜二塁打＞　

【勝者インタビュー】

“重信中、序盤のチャンスを逃すも、耐えて守り、好打で決勝点をもぎ取る”

　勝因は、先制点を許すも、あきらめず粘り強く戦うことができたこと。再三チャンスを逃したが、最後に１本
出してくれた。狙い球をしぼれていなかったのが苦戦の原因。全国ではこの辺も徹底していきたい。

　チームとしては何度もチャンスを作り、最後まであきらめず攻め続けたのがよかった。全国１位を目標にし
ているので、さらに練習を積みたい。

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

池川中（高知県）

重信中（愛媛県）

＜重信中　８回裏サヨナラタイムリーを放つ阿部＞ ＜池川中　３回の相手スクイズを好守で阻む＞

チーム名

【　男子　】 Ｄ球場（かすみの森公園西）



1 回戦 第 1 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

1 0 4 1 0 4 10

2 0 0 0 0 0 2
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

第３６回　全国中学校ソフトボール大会公式ホームページ　( http://www.ehimejpa.com/softball/)で四国大会の情報を公開しています。

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

【　女子　】 Ｃ球場（かすみの森公園東）

＜勝ち越しのホームを踏む坪野選手（川東）＞ ＜力投する大塚投手（善通寺東・西）＞

チーム名

川東中学校（愛媛県）

善通寺東・西（香川県）

＜先攻＞（川）○坪野　三咲－山田　柚葵　

＜後攻＞（東・西）●大塚　奈々－松本　亜弓・白川　愛羅　

＜本塁打＞

　チーム全員で打ち勝つことができた。ヒットが（３回、６回）つながり得点になった。次の試合はミスをなくし、
失点を少なくしたい。

主将談

　つないで点を取ることができた。初回に点をとられたけど、あせらずに取り返すことができた。次の試合では
無失点で、早い回から点がとれるようにしたい。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱 く な れ  ！

＜三塁打＞山田　柚葵（川）　

＜二塁打＞山下　須寿葉（東・西）　佐々木　麻衣（川）

“ 川東中　好発進!! ”  善通寺東・西中学校　初回の攻撃を生かせず

　善通寺東・西中学校は初回リードを守りきれなかった。川東中は３回表打者8人が単打をつなぎ、４点を取り
返す。さらに６回表打者８人で４点をとった。
　ミスを少なく、単打でありながらも、つないで走って次の塁を狙う。その勢いが川東中を一つ上の舞台に進め
た。

【勝者インタビュー】

監督談



1 回戦 第 2 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 0 0 2 0 0 2

0 0 1 0 5 0 × 6
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

第３６回　全国中学校ソフトボール大会公式ホームページ　( http://www.ehimejpa.com/softball/)で四国大会の情報を公開しています。

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

【　女子　】 Ｃ球場（かすみの森公園東）

＜集中打で逆転する大川ナイン＞ ＜力投する中妻投手（三・岩）＞

チーム名

三加茂・岩倉中学校（徳島県）

大川中学校（香川県）

＜先攻＞●（三・岩）中妻　由依－西岡　夏妃　

＜後攻＞○（大）古市　理湖－鈴木　咲耶香　

＜本塁打＞

　最後まで勝利を信じて全員ががんばってくれた。四国大会初出場で勝ったので、次は全国大会出場に向け
てがんばっていきたい。

主将談

　一度は逆転されたが、全員で団結して、いつもどおりのつなぐバッティングができた。次の試合も自分たちの
持てる力をすべて出し切って勝ちたいです。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱 く な れ  ！

＜三塁打＞　

＜二塁打＞川原　あゆむ（三・岩）

“ 集中打で勝利！大川中学校 ”全員で明るくがんばった三加茂・岩倉中学校

　先取点をとったのは大川中。５回表に一度逆転を許すも、その裏、１死四球でランナーが出てからヒットでつ
なぎ、故意四球、２アウトランナー２・３塁から一挙５点。みんなでつないで大勝利！

【勝者インタビュー】

監督談



準 決勝 第 1 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 1 1 2 1 2 7

0 0 0 1 0 2 0 3
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

第３６回　全国中学校ソフトボール大会公式ホームページ　( http://www.ehimejpa.com/softball/)で四国大会の情報を公開しています。

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

【　女子　】 Ｃ球場（かすみの森公園東）

＜全員でつなぐ川東中の攻撃＞ ＜力投する阿波・美馬・市場中　井上投手＞

チーム名

川東中学校（愛媛県）

阿波・美馬・市場中学校（徳島県）

＜先攻＞○（川）高橋　まひろ－山田　柚葵　

＜後攻＞●（阿）井上　友貴－山田　夏華　

＜本塁打＞

　全員がつなぐ意識を持ってよくつなぎ、特に２アウトから得点ができた。決勝ではエラーをなくし、失点しない
ように高い意識を持ってがんばりたい。

主将談

　一人一人が自分の役割を果たし、２アウトからも得点できた。次の試合はエラーをなくして無失点で優勝した
いです。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱 く な れ  ！

＜三塁打＞山田　柚葵（川）　

＜二塁打＞近藤　佑希（川）　

“ 愛媛県代表　川東中学校　決勝へ進出！ ”粘り強く戦った阿波・美馬・市場中学校

　１回、２回と無得点の川東中学校、３回から長打・単打をつないで確実に得点をあげていく。粘る阿波・美
馬・市場中学校が得点をしていくが、川東中の高橋投手も粘り強いピッチングで逃げ切り、勝利を挙げた。

【勝者インタビュー】

監督談



1 回戦 第 1 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 0 0 0 0

4 0 0 1 2× 7×
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

第３６回　全国中学校ソフトボール大会公式ホームページ
　( http://www.ehimejpa.com/softball/)で四国大会の情報を公開しています。

　 ピッチャーが０点に抑えたことが勝因です。１回に４点とれたこともチームとして良かった。次の試合も、全
力で戦いたい。

主将談

 　ゴロを転がして次打者につなげたことが勝利につながったと思います。けがをした人もいましたが、みんな
でカバーすることができました。次の試合も、いつも通りの試合をしてがんばりたいと思います。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱 く な れ  ！

＜三塁打＞　

＜二塁打＞　

“　阿波・美馬・市場中　５回コールド勝ち！  ”    窪川中　2安打で涙

　阿波・美馬・市場中は、１回裏打者１巡の猛攻で一挙４点をあげた。４回裏３番井上のタイムリーで１点を追
加し、５回裏０死２・３塁から連続の犠飛でサヨナラコールド勝ちを収めた。投げては、井上が２安打で完封し
た。
　窪川中は、４回表の２死２・３塁のチャンスを生かせず初戦で涙をのんだ。

【勝者インタビュー】

監督談

チーム名

窪川中学校（高知県）

阿波・美馬・市場中学校（徳島県）

＜先攻＞（窪）●森光　愛梨　－　西田　ゆん

＜後攻＞（阿）○井上　友貴　－　山田　夏華

＜本塁打＞

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

【　女子　】 Ｄ球場（かすみの森公園西）

＜チェンジアップを生かしたナイスピッチング＞ ＜確実なヒットで満塁＞



1 回戦 第 2 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 0 0 0 1 1

0 0 1 4 0 3× 8×
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

第３６回　全国中学校ソフトボール大会公式ホームページ
　( http://www.ehimejpa.com/softball/)で四国大会の情報を公開しています。

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

【　女子　】 Ｄ球場（かすみの森公園西）

＜仲間を信じて！＞ ＜頼れる主将の一打＞

チーム名

愛宕・県安芸中学校（高知県）

城北中学校（愛媛県）

＜先攻＞（愛）●森本　はるか　－　廣瀬　美由

＜後攻＞（城）○久保田　奈々香、西森　千紘　－　二宮　杏奈

＜本塁打＞

　 内野、外野ともに守備が堅くてよかった。また、キャプテンがよくやってくれた。チーム一丸となってプレー
し、ねらい球をしぼって４回に４点とれたことも大きかった。次の試合は、失点０でいきたい。

主将談

　 相手より先に点がとれたことが勝利につながったと思います。しぼり球をしっかり打てたこと、点を入れられ
ても周りが盛り上げ失点をおさえたことも良かったと思います。次の試合も、チームの課題である「早い回で相
手より先に点をとる」を目指し、明るく元気にプレーしたいと思います。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱 く な れ  ！

＜三塁打＞　西森　千紘（城）

＜二塁打＞　森岡　衣麗奈、松本　沙耶（城）、廣瀬　美由（愛）

“ 城北中、11安打で６回コールド勝ち！  ”

　 城北中は、３回に１点を先制し、４回裏８番森岡の２塁打など打者１巡の猛攻で一挙４点をあげた。６回裏
は、９番松本の２塁打、２番西森の３塁打などで３点をあげ、サヨナラコールド勝ちした。守ってもエース久保
田を中心とした堅い守備で最少失点でおさえた。
　 愛宕、県安芸中は、６回表４番廣瀬の２塁打などで１点を返すのが精一杯であった。３回表２死２・３塁の
チャンスで先制点をあげられなかったのが痛かった。

【勝者インタビュー】

監督談



準 決勝 第 2 試合

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

3 1 0 0 4 8

0 0 0 0 0 0
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

第３６回　全国中学校ソフトボール大会公式ホームページ
　( http://www.ehimejpa.com/softball/)で四国大会の情報を公開しています。

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

【　女子　】 Ｄ球場（かすみの森公園西）

＜一球一心＞ ＜一球入魂「よいしょ！」＞

チーム名

城北中学校（愛媛県）

大川中学校（香川県）

＜先攻＞（城）○久保田　奈々香、西森　千紘　－　二宮　杏奈

＜後攻＞（大）●古市　理瑚　－　鈴木　咲耶香

＜本塁打＞

　 この試合も先制点をとれたことが大きな勝因だと思う。そして、選手たちは強いスイングができ、大事なとこ
ろで１本打てたこともよかった。明日は四国１位をとります。

主将談

　 初回に点をとれたことが勝因だと思います。チームのみんなが自分の役割を果たし、つなぐバッティングが
できたことが試合の決め手になったと思います。明日は、自分たちのプレーをして四国１をとりにいきます。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱 く な れ  ！

＜三塁打＞　

＜二塁打＞　

“ 城北中、12安打８得点で全国大会決める！ ”
　大川中、さわやかな笑顔で堂々の四国３位!
　 城北中は、初回に４安打を集中させ、鮮やかに３点を先制した。２回も追加点をあげ、５回には１番伊勢元
の内野安打をきっかけに４点を追加し、試合を決めた。投げては久保田、西森の継投で大川打線を無安打、
無得点に抑えた。これで２試合連続のコールド勝ちで全国大会の出場を決めた。
　 大川中は最初から最後まで笑顔を絶やさず、ひたむきなプレーをしたが力負けをした。しかし、出場選手、
ベンチ、指導者そして保護者が一体となって熱い試合をしていた。非常にさわやかな四国３位チームであっ
た。

【勝者インタビュー】

監督談



決勝戦

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1X 1
【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

チーム名

【　女子 　】 Ｃ球場（かすみの森公園東）

【勝者インタビュー】

“城北中、緊迫の投手戦を制し、優勝!!”

　勝因は、チーム一丸となって守り切ったこと。つなぐバッティングの練習、タイブレークで守り抜く練習が最
後に出た。チームとして、試合をするたびに成長している。次も、練習通りの城北のソフトボールを全国に伝
えたい。

　全員で明るくプレーをし、無失点に抑えることができた。全国大会では、１戦１戦を大切にし、少しでも長く
試合ができるようにがんばりたい。

Shikoku Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

川東中（愛媛県）

城北中（愛媛県）

＜城北中　西森が内野ゴロを打ち、川東の送球の
間に松本がサヨナラのホームを踏む＞

＜川東中　エース坪野が最後まで粘り強いピッチ
ングを披露する＞

＜先攻＞（川）　●坪野　三咲　　　　－　山田　柚葵

主将談

“川東中、あと一歩及ばず、準優勝!”
　川東中　坪野、城北中　久保田の両エースの息づまる投手戦となった。両チーム無得点のまま８回からタイブ
レーカーになった。城北中は、８回裏１死満塁からショートゴロの間に決勝点をあげ、四国を制した。城北中は
久保田・二宮の見事な配球と鉄壁の守備が光った。
　川東中は、５回裏２死２塁のチャンスを生かせず、３安打で完封負けした。しかし、エース坪野は２年生ながら
抜群のコントロールで城北打線を３安打に抑えた。
　両チームともバッテリーを中心とした非常にまとまりのあるチームであった。全中での活躍が期待できる。

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱  く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（城）　○久保田　菜々香　－　二宮　杏奈

＜本塁打＞

＜三塁打＞　

＜二塁打＞　


